














The International Cooperation Activities by Environment NGOs in Myanmar : 
Through the Organic Farming Experience with OISCA-International
Kôji MIZOTA
　要旨：環境事業団が主催する「平成 14 年度地球環境市民大学校海外派遣研修」が、2002 年
























































は、アジア医師連絡協議会（Association of Medical 
Doctors of Asia： AMDA）のミャンマー本部、カラモ
ジア（KARAMOSIA）、ミャンマー森林資源環境開発保
全協会（Forest Resources Environment Development 
and Conservation Association： FREDA）、ミャンマー
農業省（Ministry of Agriculture and Irrigation 











スカ・インターナショナル（The Organization for 











































































































































































































































































































































































図 18　道具を使って硬い土を掘る 図 19　穴の底に撒かれたヤギの糞 図 20　苗木を穴に移植して土をかぶせる
















































図 24　ダハの種子 図 25　植樹の後も地道な水撒き作業は続けられる
図 26　はじけるような子どもたちの笑顔
－92 －
ミャンマーにおける環境ＮＧＯの国際協力活動
も存在する。現地の人たちが求めているのはただ単に
お金やモノの支援ではないことは勿論だが、お金がな
いためにＮＧＯ活動の幅が制限されるという状況がつ
くり出されていることは憂慮すべき問題だろう。日本
における国際ＮＧＯに対する国民一人あたりの支援実
績は、欧米諸国に比べ著しく低いという調査結果があ
る。このことからも、日本のＮＧＯの活動基盤が国際
的なレベルに比べ脆弱であることが伺われ、各ＮＧＯ
の組織運営能力や専門性の向上、活動内容に関するア
カウンタビリティー（説明責任）がより一層高められ
ることが求められている。
　また、ＮＧＯによる支援活動をより効果的に行って
いくためには、政府の理解と協力が欠かせないことも
実感として理解できた。ミャンマーでは、政府の許可
なしには活動できないという国内事情が多く存在する
ため、ＮＧＯは日本政府と連携して現地での活動許可
を得たり、ミャンマー政府から要請を受けた日本政府
がＮＧＯを使って支援活動を行うことが必要となって
くる。このことは逆に考えると、ＮＧＯはいろいろな
主体のクッションともなり得る可能性を秘めた存在で
あるともいえるだろう。先進国と途上国、国連と政府、
現在と未来、そういう間を取り持つ役割ができるのが
ＮＧＯなのである。国益を越えた“地球益”とも呼べ
るようなもの、国益の枠にとらわれないで地球規模な
視点で発言し、実行していくというのがＮＧＯの良さ
であり、強みでもあることが今回の研修を通じて再確
認できた。
６. おわりに
　今回のミャンマーでの研修に参加したことの本当の
意義は、まだ私自身にもよくわからない。ただ少なく
とも、日本から遠く離れたミャンマーの地で、どんな
人たちの暮らしが息づいているのか、どんな問題が起
きているのか、実際にそれを伺い知る機会というの
は本当に少ないものだということは感じることができ
た。情報化社会と形容される時世であるが、情報が溢
れているように見えて、実は私はその情報の“谷間”
の中で暮らしているのだろう。その情報の“谷間”を
埋めるのが、おそらく「想像力」であり、その想像力
を支えるのが、実際に自分で感じとった「経験」 と、
自分が知らないであろう世界があることへの「自覚」
なのだと思う。これから少しずつ、私の心に蓄積した
“何か”が、さまざまな形で噴出してくることだろう。
そんな時期が近い将来にやってくることを期待して、
焦らず、じっくりと待ってみようと思う。そして、私
が体験したや感じたことを少しでも多くの子供や学生
に伝えていく努力を続けたい。
　現在、日本各地の教員養成大学には開発途上国から
の協力要請が増えており、国際協力に対する使命感が
盛り上がっている。日本の各教育大学はその要請に応
え、日本のみならず、世界の児童・生徒らの教育や教
員養成、教員研修に目を向け、教育の国際化に貢献す
る時期にきているといえる。折りしも、国際協力事業
団（JICA）を通じた国際教育協力事業の一環として、
宮城教育大学によるミャンマーの教育強化への取り
組みが動き始めた。近い将来、私にも今回の研修での
経験を生かして、ミャンマーに対して国際教育協力の
面で貢献できる日が巡ってくることを楽しみにしてい
る。
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